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の戴築落成姦瞳騰し

　
昭
和
四
十
九
年
三
月
白
石
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
か

ら
、
仮
称
第
二
中
学
校
の
構
想
が
発

表
さ
れ
て
実
に
十
一
年
目
で
、
昭
和

六
十
年
三
月
定
例
市
議
会
に
、
表
題

の
仮
称
東
中
学
校
の
開
校
と
懸
案
の

白
石
中
学
校
改
築
事
業
の
計
画
の
具

体
案
が
示
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
度
に
、

仮
称
東
中
学
校
の
用
地
取
得
が
、
白

石
市
土
地
開
発
公
社
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
続
い
て
造
成
費
が
当
初
予
算
に

計
上
さ
れ
て
本
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
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翻
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▲白石中学校

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
既
に
、
こ
の
事
業
の
基
本
構
想
に
・

つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
と
“

昭
和
五
十
七
年
十
月
の
二
回
に
わ
た
、

り
、
「
広
報
し
ろ
い
し
」
紙
上
で
詳
細
…

に
診
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

大
方
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
を
頂
い

て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
に
、
そ
の
後
の
経
過
と
今
後
の
事
・

業
実
施
に
あ
た
っ
て
の
要
点
に
つ
い

て
ご
理
解
を
頂
く
た
め
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　
さ
て
仮
称
東
中
学
校
設
置
が
先
か
、

白
石
中
学
校
改
築
が
先
か
と
い
う
論

議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
育
委

員
会
と
し
ま
し
て
は
、
現
在
ま
で
、

こ
の
事
業
推
進
の
経
過
と
こ
れ
か
ら

の
財
政
負
担
等
を
勘
案
し
て
、
総
事

業
費
に
お
い
て
約
一
億
円
余
の
節
約

が
可
能
な
た
め
、
仮
称
東
中
学
校
を

設
置
し
、
そ
こ
へ
臼
中
の
一
部
の
生

徒
を
移
し
た
上
で
、
白
中
の
改
築
を

実
施
す
る
と
い
う
当
初
か
ら
の
構
想

通
り
、
こ
の
事
業
実
施
の
順
位
を
庁

内
に
設
置
し
た
公
立
学
校
等
施
設
整

備
促
進
連
絡
協
議
会
で
の
再
三
の
協

議
を
ふ
ま
え
て
決
定
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
仮
称
東
中

学
校
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
、
六
十

二
年
度
に
校
舎
・
屋
体
の
建
築
を
行

い
、
六
十
三
年
四
月
開
校
と
す
る
、
、

　
　
白
中
に
つ
い
て
は
、
六
十
三
年
度

．
六
十
四
年
度
の
ニ
ケ
年
に
亘
り
、
現

『
在
地
に
改
築
す
る
。
ま
た
仮
称
東
中

学
校
の
水
泳
プ
ー
ル
の
設
置
は
、
六

十
三
年
度
当
初
に
予
算
化
し
、
開
校

r
年
次
の
夏
期
に
は
、
使
用
可
能
と
す

・
る
一
連
の
実
施
計
画
を
策
定
い
た
し

・
ま
し
た
Q

　
　
な
お
、
仮
称
東
中
学
校
の
学
区
に

　
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
昭
和
五
十
七

年
七
月
十
九
日
、
学
区
再
編
協
議
会

　
（
大
野
直
博
会
長
）
に
図
り
、
大
鷹

‘
沢
中
学
通
学
区
全
域
（
第
二
区
田
中

を
含
む
）
と
白
中
通
学
区
中
、
本
郷

第
一
、
上
郡
山
、
鷹
巣
行
政
区
の
全

域
、
並
び
に
柳
町
行
政
区
の
一
部
を

除
く
地
域
と
郡
山
行
政
区
の
一
部
を

除
く
地
域
を
合
併
し
て
編
成
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

週
脅
『
．

緯

癖藁

と
に
決
定
を
み
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の
再
編
が
で
き
ま
す
と
、
仮

称
東
中
学
校
は
、
十
五
学
級
五
百
五

十
人
、
自
石
中
学
校
は
、
一
一
十
三
学

級
（
実
務
学
級
二
を
含
む
）
七
百
四

十
人
の
ぞ
、
れ
ぞ
れ
標
準
的
規
模
の
学

校
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
こ
の

事
業
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
こ
こ
に
川
井
市
長
の

英
断
に
よ
り
実
施
の
メ
ド
が
つ
き
ま

し
た
の
で
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、

今
後
と
も
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
事
業
の
推
移

に
合
わ
せ
、
そ
の
都
度
そ
の
内
容
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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役
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4
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㈲
　
嘱
託
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員
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付
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二
日
会

行
政
区
長
辞
令
交
付

議
会
運
営
委
員
会

課
長
会
議

白
石
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

連
合
会
総
会

市
議
会
臨
時
会

宮
城
県
市
長
会
永
年
勤
続

職
員
表
彰
伝
達

課
長
会
議

白
石
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友

の
会
総
会

宮
城
県
都
市
選
挙
管
理
委

員
会
連
含
会
総
会

行
革
推
進
本
部
委
員
辞
令

交
付
式

r
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病
院
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交
付

　
　
　
　
　
〔
刈
田
病
院
〕

商
工
会
議
所
と
の
懇
談
会

　
　
　
　
　
ハ
商
工
会
議
所
4

自
治
省
・
建
設
省
に
陣
情
の

た
め
上
山
県

交
通
安
全
パ
レ
ー
ト
及
び
交

通
安
全
宣
言
大
会
　
〔
市
内
）

消
防
団
春
季
寅
習
｛
第
一
小
）

不
忘
学
園
入
学
式

　
　
　
　
　
（
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園
Y
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内
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会
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へ
気
仙
沼
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広
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合
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・

事
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河
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杉
浦
製
作
所
創
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一
α
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周
年
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念
式
典
　
　
（
飯
坂
．
）

早
起
き
野
球
協
会
春
季
リ
ー

ゲ
戦
開
会
式
　
〔
市
営
球
場
）

白
石
刈
田
剣
道
連
盟
総
会

　
　
　
　
（
ス
ズ
キ
ミ
ー
ト
）

越
河
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

落
成
式
　
　
　
　
　
　
（
越
河
）

臼
石
市
各
種
相
談
員
連
絡
協

議
会
総
会
　
　
（
舞
鶴
会
館
）

斎
川
地
区
老
入
プ
ラ
ブ
高
砂

会
総
会
　
　
〔
斎
川
公
民
館
）

国
会
議
員
に
陳
情
の
た
め
上

京県
内
市
町
村
長
会
議

　
　
　
　
　
（
勾
当
台
会
館
｝

刈
田
病
院
永
年
勤
続
職
員
表

彰
　
　
　
　
　
（
市
民
会
館
V
，

逓
信
記
念
昌
式
典

　
　
　
　
　
〔
白
石
郵
便
局
γ

手
づ
く
り
の
む
ら
整
備
事
業

落
成
式
　
　
（
深
谷
公
民
館
）

自
石
市
医
師
会
総
会

　
　
　
　
　
へ
禾
・
村
屋
旅
館
）

　
昭
和
六
十
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し

一
カ
月
に
な
り
ま
す
。

　
今
月
か
ら
川
井
市
長
が
出
席
し
た
【

市
政
の
行
事
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
少
し
で
も
多
く

の
市
の
で
き
ご
と
を
お
知
ら
せ
し
、

市
政
発
展
の
ご
教
示
な
ど
賜
れ
ば
幸
、

い
と
存
じ
ま
す
。

　
編
集
の
都
合
上
、
次
回
か
ら
掲
載

ぺ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
す
。
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諏
権
擁
護
委
員
の

　
　
　
　
　
　
童
な
仕
事

　
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
た
え
ず
見
守
り
、
も
し
人
権

が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
よ
う
と
し

で
、
い
る
場
合
は
相
談
相
手
に
な
っ
て

そ
の
救
済
を
は
か
る
な
ど
、
ま
た
、

人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方

を
広
め
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
を
営
ん

で
い
く
う
え
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、

法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
わ
か

ら
な
い
た
め
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
あ
な
た
の

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
切
秘
密

に
扱
わ
れ
ま
す
。

　
毎
月
相
談
日
が
広
報
し
ろ
い
し
定

例
相
談
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
五
月
は
十

五
日
十
時
～
十
五
時
ま
で
市
役
所
で
、

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員

遠
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岩
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a
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四
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石
市
字
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八
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』
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－
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三
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石
市
字
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四
七
一
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市
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命
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一
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白
石
市
内
居
住
の

　
勤
労
者
の
皆
さ
ん
へ

☆
「
第
2
7
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
て
募
集
し
た
短
歌
、
俳
旬
、

　
川
柳
の
入
選
句
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
選
者
に
は
、
近
日
中
に
「
伝
統
こ
け
し
」
を
事
務
局
よ
り
贈
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
結
婚
等
の
資
金
の
融
資
が
　

　
　
受
け
ら
れ
ま
す
。
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團
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勤
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
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金
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証
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一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

当
市
で
は
「
貿
勤
労
者
信
用
遷

一
金
協
会
」
に
基
金
の
預
託
を
行
い
　
　

藪
署
の
福
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生
蓼
定
の
た
孔

δ
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資
の
道
を
ひ
ら
い
て
育
ま
す
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
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こ
の
融
資
の
保
証
で
、
住
宅
ロ
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一

一
ン
、
教
育
、
結
婚
、
医
療
、
車
等
の
㎜

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

皿
一
般
生
活
資
金
が
「
県
労
働
金
庫
」
　
…

㎝
か
ら
長
期
、
低
利
で
融
資
が
う
け
ら
㎜

皿
皿
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
皿

皿
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躍
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十
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皿
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第
二
十
七
回
全
目
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
句

　
・
短
歌
ヌ
〈
選
歌
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

ひ
と
す
じ
に
こ
け
し
描
き
て
三
十
年
木
地
挽
く

夫
と
絵
付
け
の
わ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
　
高
橋
と
し
子

山
里
の
友
よ
り
賜
び
し
こ
け
し
い
ま
も
す
ず
や

か
な
瞳
に
て
わ
れ
を
見
ま
も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
松
島
　
綾
子

色
白
き
素
挽
き
の
こ
け
し
に
筆
と
り
て
描
き
と

め
し
顔
幼
な
に
似
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
若
桑
　
謙
一

こ
け
し
挽
く
音
軽
や
か
に
こ
だ
ま
し
て
山
ふ
と

こ
ろ
は
春
に
包
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
　
佐
藤
　
歌
子

い
つ
か
ら
か
鄙
び
し
こ
け
し
に
魅
せ
ら
れ
て
ろ

く
ろ
挽
く
里
を
訪
ね
歩
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
千
葉
　
　
政

離
れ
住
む
孫
の
瞳
に
よ
く
似
た
る
こ
け
し
に
向

か
い
一
入
も
の
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
　
山
田
　
　
濱

雪
国
の
人
の
心
の
温
も
り
を
こ
け
し
に
託
し
友

に
送
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
佐
藤
　
ひ
で

み
ち
の
く
の
薫
る
若
葉
の
風
に
の
り
こ
け
し
祭

り
の
は
や
し
聞
こ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
　
八
島
　
君
子

清
洌
な
流
れ
め
ぐ
ら
す
城
下
町
こ
け
し
祭
り
を

夫
と
待
ち
佗
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
太
田
み
つ
よ

黒
光
り
す
る
ほ
ど
抱
き
遊
び
た
る
こ
け
し
を
大

切
に
し
娘
は
嫁
ぎ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
石
沢
　
敏
子

　
☆
俳
句
入
選
句
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

春
の
塵
拭
か
れ
こ
け
し
の
売
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
亘
理
郡
山
元
町
　
庄
子
　
四
虹

妻
に
買
ふ
蔵
王
こ
け
し
や
春
祭

　
　
　
　
　
　
宮
城
郡
宮
城
町
　
高
山
　
麦
魚

つ
ば
く
ら
の
釆
て
ゐ
る
館
こ
け
し
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
高
橋
　
正
男

旅
に
逢
ふ
こ
け
し
の
眼
あ
た
た
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
　
市
　
小
島
　
左
京

貧
し
く
も
こ
け
し
の
雛
を
飾
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
遠
藤
　
秋
尾

薫
風
の
城
下
の
町
や
こ
け
し
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
小
野
嘉
津
子

客
招
く
こ
け
し
の
橋
や
春
の
川

　
　
　
　
　
　
柴
田
郡
柴
田
町
　
佐
々
木
子
竿

春
深
し
終
日
こ
け
し
の
目
鼻
画
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
　
鈴
木
　
民
子

入
学
す
み
ち
の
く
こ
け
し
携
へ
て

　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
西
宮
市
　
永
野
由
美
子

辛
夷
咲
き
山
懐
の
こ
け
し
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
山
田
　
建
三

　
マ
、
川
柳
入
選
句
、
　
　
　
　
鈴
木
誤
差
選

も
の
言
わ
ぬ
こ
け
し
が
愚
痴
を
聞
い
て
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
　
大
野
　
修
一

旅
了
え
て
こ
け
し
に
旅
を
語
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
　
山
田
ノ
リ
子

風
雪
は
言
わ
ず
こ
け
し
の
ま
ろ
や
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
山
田
　
　
守

き
も
の
着
せ
き
ぼ
こ
お
ぶ
っ
た
頃
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
鈴
木
や
な
ぎ

こ
け
し
展
一
番
乗
り
を
待
つ
徹
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
高
橋

引
越
し
の
度
に
こ
け
し
の
数
が
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
高
梨

巧
な
る
風
情
こ
け
し
の
そ
れ
ぞ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
高
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市

一
日
の
疲
れ
こ
け
し
に
ほ
ぐ
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市

右光正
近子雄

き
ぼ
こ
か
ら
こ
け
し
に
な
っ
て
ブ
ー
ム
呼
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
弥
四
郎

こ
け
し
に
も
著
せ
て
や
り
た
い
娘
の
晴
れ
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
孫
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

皿
（
拳
。
結
婚
．
．
等
の
資
金
）
㎜

・
　
返
済
　
何
れ
も
五
年
以
内
　
　
㎜

㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
　
借
入
の
方
法
、
条
件
等
に
つ
い
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
の
相
談
は
、
市
役
所
商
工
観
光
ま
で
皿

㎜
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
㎜

皿
（
融
資
の
案
内
書
も
置
い
て
い
ま
す
。
＝

　
詳
し
く
は
・
直
接
労
働
金
唐
互

マ
貰
柳
町
）
奎
－
〇
三
二
一
童

一
た
は
圃
宮
城
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
魯
〇
二
二
二
－
二
三
－
八
二
一
西
・

へ
沿
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
皿

窟
目

’
》
、
～

欝鰍』、
　掌胤、．　　…』ぎ

》
・

一㌦．．〔　．』踵霞馴
▲ピカピカの一年生（4月9日　白一ノ』

「
‘
胃
瀞
、
↑

　　　’！ぷ7塾

焦軸　一縮
　▲南町老人クラブのゴミ清掃（4月4日　白石中

デ　1f薗匠“r
匠

．
噌
欝

ず
葦
｛

塾
暮

、、勤

碑瑚だ．．』写　　　　　　　　　　　　4．』鋼

　　　▲聖火リレー（4月6日　市役所

阿
ー

脇1

麟

　　罰r一一’一一＿一一

　・3」■卿甲

哩婦

　
峯
騨
義

　
　
醤

懇
鷺

榊
　
　
鷲

誓

t
』

、
藷

　
　
餐’

▲越河地区にゲートボール場完成（4月15日　越河）

精
藏
換

“
翻
、

繋巽

　
　
　
．
欝
騒

　
　
　
　
護
蔑
‘
瀞

　
　
　
　
　
麟
f

　
’墨

劃

　
　
　
嚇

　
麟
畷。鯉懸短無馬廟

戯燕「瞳翻，麹、．。
翅

　　　　　　　　　　　　　　舳
　　　　　　　　　　． 藻

蒙擁譲　’磯卿
　　▲弓太刀づくり（4月8日　越河）

騨灘、、
三徒による清掃奉仕（4月15日　国道4号）

璽弼蟹朋
▲南中生徒

▲アツギナイロン自石工場の婦人委員会が心臓病患者救

　済「明美ちゃん基金」へと2万円を市長に寄託

　　　　　　　　　　　　　　　（4月24目　市役所

▲春の消防演習（4月7El白石川）
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靴
力
ん
の
集
団
検
診
を

　
　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
四
月
初
め
に
仙
台
市
で
日
本
外
科

学
会
が
開
催
さ
れ
、
が
ん
の
治
療
法

と
か
人
工
臓
器
の
進
歩
に
つ
い
て
多

く
の
話
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

は
皆
さ
ん
も
印
象
に
新
し
い
こ
と
で

し
よ
う
o

　
さ
て
、
今
年
も
乳
が
ん
の
集
団
検

診
（
以
下
集
検
）
の
申
し
込
み
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
皆
さ
ん
に
お

話
し
ま
し
た
が
、
白
石
市
に
於
け
る

乳
が
ん
集
検
の
受
診
率
は
、
宮
城
県

の
中
で
も
低
い
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
昨
年
度
の
場
合
、
三
十

五
歳
以
上
の
婦
入
の
対
象
人
口
が
約

一
万
一
千
人
の
う
ち
、
実
際
の
受
診

者
数
は
僅
か
四
百
四
十
三
人
だ
っ
た

の
で
、
受
診
率
は
四
・
○
％
と
低
率

で
し
た
。

　
広
報
し
ろ
い
し
、
健
康
カ
レ
ン
ダ

ー
、
チ
ラ
シ
の
配
布
、
保
健
婦
さ
ん

を
中
心
と
し
た
市
役
所
の
皆
さ
ん
の

活
動
な
ど
を
通
じ
て
啓
蒙
運
動
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
六
年
以
上
経

過
し
ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
乳
が
ん
集
検
も
皆
さ
ん

の
間
で
な
じ
み
深
い
年
中
行
事
と
な

っ
て
き
た
は
ず
で
す
し
、
現
に
集
検

が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
何

と
な
く
恥
ず
か
し
い
か
ら
受
け
な
い

と
い
う
人
が
多
い
の
で
す
。

　
ど
う
ぞ
「
喰
わ
ず
ぎ
ら
い
」
に
な

ら
な
い
で
、
受
診
の
申
し
込
み
を
な

さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
も
一
入
の
患
者
さ
ん
が
早
期

の
ニ
セ
ン
チ
メ
i
ト
ル
以
下
の
し
こ

り
で
発
見
さ
れ
、
す
ぐ
に
手
術
を
し

て
、
今
で
は
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ

て
家
庭
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
胃
が
ん
や
子
宮
が
ん
が
減
少
し
て

い
る
反
面
、
食
生
活
の
変
化
や
大
気

汚
染
な
ど
の
結
果
、
乳
が
ん
や
結
腸

が
ん
、
肺
が
ん
が
増
加
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
乳
房
は

身
体
の
表
面
に
あ
る
の
で
、
そ
こ
に

発
生
す
る
乳
が
ん
は
手
で
触
れ
た
り
、

目
で
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
特
徴
が
あ
っ
て
、
早
期
発
見
が

可
能
な
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
受
診
し
た
方
全
員
に
「
自

己
検
診
法
」
を
特
訓
し
て
、
ご
自
分

で
毎
月
定
期
的
に
乳
房
の
異
常
を
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
精
密
検
査
用
の
器
械
類
を
載
せ
た

バ
ス
が
同
行
し
て
、
す
ぐ
そ
の
場
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
も
と
れ
る
宮
城
県

方
式
の
集
検
は
、
学
会
な
ど
で
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

「
胸
に
一
物
」
が
あ
り
な
が
ら
、
気
・

づ
か
な
い
で
い
る
方
も
あ
る
と
思
い
「

ま
す
。
受
診
希
望
の
方
は
、
ど
う
ぞ
．

市
の
衛
生
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
肴
、
乳
房
に
し
こ
り
を
発
見
し
、

た
方
は
、
最
寄
り
の
外
科
か
婦
人
科

の
先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
刈
田
病
院
で
も
毎
週
火
曜
日
と
金

曜
日
に
乳
腺
外
来
の
窓
口
を
開
い
て

い
ま
す
か
ら
お
気
軽
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
公
立
刈
田
病
院
外
科

　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
暢
夫

　
　
（
対
が
ん
協
会
乳
癌
診
断
委
員
）

乳
が
ん
検
診
　
35
歳
以
上

▼
申
込
期
間
　
五
月
一
日
～
二
十
日

▼
検
診
目
　
七
月
上
旬
予
定
（
決
定

次
第
通
知
し
ま
す
）

▼
検
診
料
　
本
人
負
担
　
二
千
百
円

　
　
　
（
実
検
診
料
四
千
二
百
円
）

子
宮
が
ん
検
診
　
3
0
歳
以
上

▼
申
込
場
所
　
市
健
康
セ
ン
タ
ー
内

衛
生
課
ま
た
は
各
出
張
所
・
分
室

▼
申
込
期
間
　
五
月
一
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
三
十
一
日

▼
検
診
料
　
本
人
負
担
二
千
三
百
円

一

　
皆
さ
ん
が
土
地
を
売
買
す
る
際
地

価
の
指
標
に
し
て
も
ら
ラ
た
め
国
土

㎜
庁
は
、
毎
年
全
国
の
標
準
的
な
土
地

を
選
ん
で
地
価
（
一
平
方
メ
ー
ト
ル

当
り
）
を
調
査
し
四
月
初
め
に
そ
の

価
格
を
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
こ
の
地
価
公
示
価
格
は
、
正
常
価

格
と
い
い
、
売
り
手
に
も
買
い
手
に

も
片
寄
ら
な
い
も
の
で
、
言
っ
て
み

れ
ば
正
し
い
地
価
の
目
安
で
す
。

［ー
今
年
度
市
内
三
地
点
の
地
価
公
示
は
、

次
表
の
と
輸
り
で
す
。

　
な
お
、
全
国
の
地
価
公
示
価
格
を

知
り
た
い
方
は
、
ど
な
た
で
も
簡
単

に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
秘
書
企
画
課
土
地
対

策
係
（
内
線
三
二
六
）
へ
お
尋
ね
／
、

だ
さ
い
。
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（
実
検
診
料
五
千
四
百
円
）

▼
検
診
期
問
　
七
月
一
日
～
八
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
指
定
医
療
機

関
で
受
検
す
る
（
※
受
診
券
は
、
…

申
し
込
み
と
同
時
に
発
行
し
ま
す
。
）
、

土地取引価格のめやすに
〈地価公示価格＞

白石駅

からの

距離

周辺の土地利

朋現況変動率

1m2当りf亜格

隻互601ヱ59

標準地

所荏

1．3km

一般住宅が多
い住宅地域

％
　
3

　
　
0

　　　　　円

32．300

　　　　円

32、200

4
前
1

石
寺
～

臼
南
1
6

1．4kmク0．423．50023．400

ぞ
山
1
6

石
　
　
～

自
寿
2
0

200m

中低層の小売
店舗が建ち並
ぶ商業地域

1．3159．000157．000

　
｝
目
3

　石
　
～

臼
沢
8

◎
が
翻
＠
鴎

五
色
う斎藤サチヨさん1臼石〕

【
材
料
】
　
（
四
人
分
）

う
ー
め
ん
四
把
、
人
参
㎝
O
O
g
、

さ
や
え
ん
ど
う
一
〇
〇
9
、
椎
茸
中

四
枚
、
う
ど
一
〇
〇
g
、
卵
一
個
、

の
り
、
き
ざ
み
ね
ぎ
薬
味
用
。

（
調
味
料
）
だ
し
汁
、
み
り
ん
、
し

ょ
う
ゆ
…
…
た
れ
用
Q

【
作
り
方
】

①
う
ー
め
ん
を
ゆ
で
、
水
洗
い
し
て

　
水
切
り
を
し
て
お
く
。

②
人
参
、
き
や
え
ん
ど
う
、
椎
茸
、

　
う
ど
は
、
線
切
り
に
す
る
。

③
入
参
、
さ
や
え
ん
ど
う
は
、
別
々

　
に
塩
少
々
入
れ
、
色
よ
く
ゆ
で
て

　
お
く
。
う
ど
は
ご
く
細
い
線
切
り

　
に
し
酢
水
に
入
れ
て
ア
ク
を
ぬ
く
。

④
椎
茸
は
、
甘
か
ら
く
煮
つ
け
る
。

ー
め
ん

⑤
卵
は
、
砂
糖
少
々
を
入
れ
、
薄
焼

　
き
を
つ
く
り
線
切
り
に
す
る
。

⑥
器
に
う
ー
め
ん
を
盛
り
、
五
色
の

　
色
ど
り
を
考
え
、
具
を
の
せ
る
。

⑦
た
れ
を
つ
く
り
、
別
器
に
入
れ
、

　
つ
け
麺
に
し
て
食
す
る
。

》
存
知
で
す
か
？

“
麺
“

　
小
麦
た
ん
白
質
の
粘
り
を
応
用
し

て
多
く
の
加
工
食
品
が
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
小
麦
た
ん
白
質
（
グ
ル
テ
ン
）
が

多
い
硬
質
小
麦
を
製
粉
し
た
の
が
強

力
粉
で
、
パ
ン
や
パ
イ
の
原
料
に
使

わ
れ
、
グ
ル
テ
ン
の
少
な
い
軟
質
小

麦
の
粉
は
薄
力
粉
で
、
菓
子
の
原
料

や
天
ぷ
ら
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
中
間
に
あ
た
る
準
強
力
粉
や

中
力
粉
が
め
ん
類
の
原
料
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
多
く
出
ま
わ
っ
て
い
る

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・
う
ど
ん

そ
ば
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ン
や
め
ん
類
は
、
つ
く
る
時
に

小
麦
粉
の
粘
り
の
成
分
で
あ
る
グ
ル

テ
ン
の
伸
び
を
よ
く
す
る
た
め
に
食

塩
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
パ
ン
や
め
ん
類
は
主
食

と
し
て
食
べ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

ゆ
だ
ん
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、
め
ん

類
は
、
汁
を
つ
け
た
り
、
か
け
た
り

す
る
の
で
、
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
つ
ゆ
が
う
す
く
て
お
い
し

い
か
ら
と
い
っ
て
全
部
残
さ
ず
飲
ん

だ
の
で
は
、
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昧
が
濃
い
、

う
す
い
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
で

は
な
く
、
量
が
大
き
く
影
響
す
る
わ

け
で
す
。
ま
た
、
小
麦
粉
の
た
ん
白

質
は
、
米
よ
り
も
含
有
量
は
多
い
の

で
す
が
、
そ
の
栄
養
価
は
低
く
、
利

用
効
率
が
悪
い
の
で
、
パ
ン
や
め
ん

類
で
食
事
を
す
る
時
は
、
卵
や
肉
、

魚
な
ど
の
動
物
性
た
ん
自
質
と
小
松

菜
、
人
参
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
野
菜

も
一
緒
に
食
べ
る
な
ど
の
工
夫
を
こ

ら
し
た
い
も
の
で
す
。

論
ノ
、
．
輔
薯
の
日
』

嫁
総
、
ハ

禰馨、

轟
瓢
．
一

調査日：昭和60年4月1日60年4月1日　臼石市

　備　　　考
上昇品目二砂糖、しょ

う油、マーガリン、牛

乳、　ラップ、プロペン

ガス、カレーライス、

理髪料、灯油。

下降品目：サラダ油、

食パン、ベター、テイ

ツシユペーパー、パー

マネント料、レギュラ

ーガソリン、軽油、重

油。

横ばい品目：小菱粉。

消費生活モニター調査結果
貢揃脳格比

　　　7．0％

　　　1、3

△23．1

△1．9

　5．7

　3．0

△10，2

△1．3

　7，6

11，1

　1．6

　2．7

△3．0

　0．9

0．4

△1。4

△3．0

△3．8

前月乎均鷹

　　256円

　　448

　　515

　　217

　　155

　　193

　　231

　　433

　　150

　　185

　5，080

　　431

　1，516

　5，322

　1，333

　1，370

　　147

　　100

　　　79

平均値
　　　274円

　　　454

　　　396

　　　217

　　　152

　　　204

　　　238

　　　389

　　　148

　　　199

　5，644

　　　438

　1，557

　5，162

　1，345

　1，376

　　　145

　　　　97

　　　　76

最低値
　　　260円

　　　418

　　　358

　　　205

　　　150

　　　185

　　　198

　　　378

　　　118

　　　155

　5，000

　　　370

　1，400

　4，500

　1，300

　1，350

　　　145

　　　　90

　　　　74

最高値
　　　290円

　　　490

　　　425

　　　230

　　　170

　　　238

　　　280

　　　430

　　　180

　　　248

　8，800

　　　450

　1，800

　6，000

　1，450

　1，450

　　　147

　　　100

　　　　80

銘綱・焼楼
上白糖　1kg
醸’　級’口1．84

　びん一’入み
ポリ容器入り　　700g

薄力粉　lkg
並　食　1袋
ソフトカルトン入り　225g

紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　2259
400枚（200組）紙箱入り

幅30em長さ20m（一巻）

10㎡　　　　　（気体）

並皿　（一皿）
小学生調髪（洗髪を含む）

監耀3，ヨ外かト及び

（店頭価†各　　　　182）

‘配達料込み　18の

1　ゼ　現金
1　壱　現金
1　4　現金

晶　　名
1．砂　　糖
2．しょう油
3．サラダ油

4．小麦粉
5．食パン
6．マーガリン
7．牛　　乳
8。バ　タ　ー
9．テイヴシュペーパー

1Qラッププ
ll．プロパンガス

12．カレーライス

13，理髪料
14．ノ←・マネント料

15．灯　　油
　　　〃
16．　レギュラーガ、ノリン

17，軽　　油

18．A重油
7



耐
　
厨

な
つ
か
し
い

腕
用
ポ
ン
プ
を
保
存

腕
用
ポ
ン
プ
保
存
会

　
腕
用
ポ
ン
プ
を
保
存
し
て
い
る
の
は
、
椎
名
惣
一
会
長
、
佐
久
間

良
三
郎
さ
ん
、
佐
久
間
誠
四
さ
ん
、
佐
久
間
正
二
郎
さ
ん
、
佐
久
問

昭
悦
さ
ん
の
五
名
（
大
平
五
区
在
住
）
で
す
。

　
こ
の
保
存
さ
れ
て
い
る
腕
用
ポ
ン
プ
は
、
昭
和
十
年
に
購
入
さ
れ

た
も
の
で
、
当
時
は
日
支
事
変
勃
発
直
前
の
年
で
あ
り
、
農
家
の
経

済
は
非
常
に
厳
し
い
時
で
し
た
。

葺

▲保存会のみなさん

．
≠

　
　
。
、

》

噌級

　
こ
う
し
た
中
で
地
区
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
ポ
ン
プ
の
必

要
性
を
重
視
し
た
佐
久
間
三
弥
氏
は
、

大
平
五
区
民
の
代
表
と
し
て
立
ち
上

が
り
区
民
に
呼
び
か
け
、
区
民
が
そ

れ
に
応
え
、
待
望
の
腕
用
ポ
ン
プ
が

購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
腕
用
ポ
ン
プ
は
、
戦
前
、
戦
後
を

通
じ
長
い
歳
月
に
わ
た
り
、
歴
代
消

防
団
員
に
よ
っ
て
各
地
に
起
き
た
火

災
を
い
ち
は
や
く
消
す
た
め
に
使
用

さ
れ
、
そ
の
団
員
の
活
躍
に
よ
り
、

防
火
の
功
績
を
数
多
く
残
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
市
か
ら
機
動
力
あ
る
小
型

動
力
ポ
ン
プ
と
交
換
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
し
ば
ら
く
用
途
廃
止
に
な
っ
て

い
た
腕
用
ポ
ン
プ
を
、
椎
名
さ
ん
と

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
地
区
住
民

　
　
　
　
の
生
命
と
財
産
を
守
り
続

　　▲なつかしい腕用ポンプを再現

け
た
こ
の
ポ
ン
プ
の
功
績

を
重
視
し
、
保
存
の
目
的

で
市
か
ら
払
い
受
け
ま
し

た
。

　
ポ
ン
プ
保
存
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、
昭
和
五
十
七
年

三
月
、
保
存
の
た
め
の
鉄

骨
造
り
の
ポ
ン
プ
置
き
場

を
完
成
さ
せ
、
ポ
ン
プ
を

保
存
し
て
い
ま
す
。

　
ポ
ン
プ
置
き
場
は
大
平

　
　
　
ひ
　
ぷ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ば

五
区
の
火
伏
を
願
い
、
古

峯
神
社
参
道
脇
に
造
ら
れ

ま
し
た
。
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わ
が
郷
土
の
歴
史
の
上
で
確
実

な
記
録
と
し
て
最
も
古
い
の
は
刈

田
郡
が
お
か
れ
た
こ
と
で
、
今
か

ら
一
二
六
四
年
前
の
養
老
五
年
の

こ
と
で
あ
る
。
奈
良
時
代
は
今
と

違
っ
て
県
と
か
市
や
町
の
制
度
は

な
く
、
一
番
小
さ
い
行
政
単
位
が

郷
（
里
）
で
、
二
つ
以
上
の
郷
が

あ
る
と
郡
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
郡
の
上
部
機
関
が
國
で
、
東

　
　
　
む
　
　
つ
　
　
　
　
で

　
北
に
は
陸
奥
と
出

　
わ

　
羽
の
二
國
が
あ
っ

　
た
。
そ
し
て
こ
の

　
二
國
の
ま
と
め
の

　
役
所
が
多
賀
國
府

　
（
多
賀
城
）
で
あ

　
る
。
も
と
も
と
七

　
世
紀
中
頃
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
や
ま
　
と

　
東
北
地
方
は
大
和

　
朝
廷
の
支
配
の
届

　
か
ぬ
地
域
で
、
七

　
世
紀
後
半
か
ら
そ

　
の
支
配
の
手
が
伸

　
び
、

　
か
れ
、

ゆか

郷土史アレコレ

　　　①

　
　
　
多
賀
國
府
が
作
ら
れ
郡
が
お

　
　
　
　
八
世
紀
に
は
今
の
宮
城
・

　
山
形
両
県
地
域
に
中
央
の
行
政
支

　
配
が
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
当
時
い

　
ま
の
仙
南
地
方
に
は
す
で
に
柴
田

　
・
伊
具
・
亘
理
・
名
取
の
四
郡
が
あ

　
っ
た
が
、
柴
田
郡
だ
け
と
く
に
大

　
分
割
し
独
立
さ
せ
、
刈
田
郡
を
作

　
っ
た
。
当
時
の
郡
は
大
・
上
・
中
・

一

．
．
き
か
っ
た
の
で
西
南
部
の
二
郷
を

下
・
小
の
五
階
級
が
あ
り
、
二
郷

だ
け
の
刈
田
郡
は
最
小
の
郡
で
、

郡
の
役
人
は
領
（
書
記
官
）
と
主

帳
（
事
務
官
）
各
一
人
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
郡
の
役
所
が
ど
こ
に

あ
っ
た
か
不
明
な
の
も
、
役
所
が

小
さ
く
、
建
物
な
ど
が
小
規
模
だ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
の

世
帯
は
房
戸
（
家
族
七
～
八
人
）

と
い
い
、
房
戸
が
数
戸
で
郷
戸
と

　
　
　
　
　
い
う
単
位
を
作
り
、

　
　
　
　
　
こ
の
郷
戸
が
五
〇
戸

　
　
　
　
　
集
っ
て
一
郷
と
な
る
。

刈田郡の設置
田
川
・
児
捨
川
・

ど
の
河
川
の
流
域
に
生
活
し
、
米

作
り
を
主
と
す
る
農
耕
を
営
ん
で

い
た
。
耕
地
面
積
も
推
測
で
三
～

四
百
町
歩
く
ら
い
も
あ
っ
た
か
。

今
で
も
柴
田
郡
に
國
・
県
の
出
先

機
関
が
集
ま
っ
て
い
る
の
は
郡
誕

生
当
時
の
事
情
が
尾
を
引
い
て
い

る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

だ
か
ら
二
郷
の
刈
田

郡
は
今
日
の
世
帯
単

位
で
は
六
百
～
七
百

戸
、
人
口
は
み
ち
の

く
と
い
う
特
殊
性
を

考
え
る
と
二
、
三
千

人
ほ
ど
だ
っ
た
ろ
う

と
専
門
家
は
推
計
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の

人
々
は
斎
が
川
・
高

　
　
薮
川
・
松
川
な

鯉陣傘
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重～

　　　［軍歯

イ
ド
ル

「一一
一

……

わが家のア
　
　
　
γ
、
解
蹴
鵬
．
慰
　
隔

小熊七海ちゃん（臼川）

富士夫さん、久子さんの長女

ママからひとこと

“やさしく素直に育ってネ”

μ

瞭

　
＼

」
蝋

「牛となかよく」

あべ　みき（大鷹沢小2年

勿
縛
欝
L
．
聯

鞍
癌
脳
灘
零

妬
轡
愚
匙
　
．
写
．

％
紺
』
一
一
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
‘
離
t
』
　
　
　
　
誌

「つぼからけむりが」

　伊藤真希子（白一小4年

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
『
入
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

　
歌
　
　
壇
一

う
ら
ご
し
の
野
菜
入
れ
つ
つ
煮
し
粥
に
幼
き
孫
は
舌

づ
つ
み
打
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

積
む
雪
に
し
お
れ
は
じ
け
る
竹
の
音
峡
の
し
じ
ま
に

こ
だ
ま
返
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

老
い
二
人
暮
す
わ
び
し
き
此
の
部
屋
に
夫
の
買
い
釆

し
赤
き
ベ
コ
ニ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

一
人
居
の
夜
は
淋
し
か
ろ
う
と
離
れ
住
む
孫
ら
は
わ

れ
を
呼
び
に
馳
せ
く
る
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

森
鴎
外
ゆ
か
り
の
宿
に
く
つ
ろ
げ
ば
床
の
間
に
生
け

し
梅
の
香
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

裸
木
の
枝
に
と
ま
り
し
名
も
知
ら
ぬ
小
鳥
さ
え
ず
り

春
を
告
げ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

春
冷
え
の
厨
に
朝
餉
の
仕
度
す
る
ふ
と
口
づ
さ
む
早

春
賦
の
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

蕗
の
墓
出
る
に
早
や
し
と
思
い
つ
つ
畔
道
歩
き
二
つ

三
つ
採
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

吾
妻
嶺
の
真
自
き
雪
も
と
け
そ
め
て
黒
き
山
肌
に
射

す
陽
和
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

春
冷
え
の
土
押
し
の
け
て
芽
吹
き
た
る
緑
の
冴
え
し

蕗
墓
み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

「
評
」
今
月
よ
り
十
首
選
と
な
っ
た
。
投
稿
数
か
ら

　
す
る
と
厳
し
い
選
と
な
る
が
こ
れ
も
勉
強
の
ひ
と

　
つ
と
思
う
。
自
分
の
作
品
を
よ
く
推
敲
し
て
か
ら

　
投
稿
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
｝
回
に
多
く
の
方

　
の
作
品
を
発
表
出
来
ま
せ
ん
が
、
・
片
寄
ら
ぬ
よ
う

　
選
を
す
る
方
針
で
す
。
一
首
目
阿
部
さ
ん
の
歌
き

　
め
こ
ま
や
か
な
愛
情
が
に
じ
み
出
て
い
て
姿
が
見

　
え
る
よ
う
で
す
。
二
首
目
高
橋
さ
ん
の
歌
雪
を
は

　
じ
き
返
す
竹
の
音
が
一
層
静
寂
を
深
く
す
る
。
三

首
目
草
野
さ
ん
の
歌
美
く
し
い
夫
婦
愛
、
ベ
コ
ニ

　
ヤ
の
赤
が
美
く
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
　
兵
三
選

　
　
俳
　
　
壇

彼
岸
荒
時
を
違
へ
ず
訪
れ
し
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

（
評
）
春
の
彼
岸
は
き
ま
っ
て
訪
れ
る
。
そ
し
て
蔵
王
山
よ
り

　
吹
き
下
ろ
す
彼
岸
時
の
風
は
間
違
い
な
く
吹
き
荒
れ
る
。
こ

　
の
地
に
住
む
人
の
感
懐
で
も
あ
る
。

朝
々
に
眺
め
親
し
み
春
の
山
　
　
　
　
青
木
良
子

（
評
）
冬
山
は
里
人
に
さ
び
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
然
し
春
山
は

朝
々
に
親
し
く
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

誕
生
を
待
ち
て
咲
き
け
り
梅
の
花
　
　
　
太
田
敏
子

へ
評
）
誕
生
日
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
よ
う
に
梅
の
花
が
咲
い

　
た
。
祝
い
心
も
感
じ
ら
れ
る
。

梅
の
香
や
苔
む
し
お
わ
す
地
蔵
尊
　
　
　
草
野
美
沙

彼
岸
花
多
く
店
先
華
や
げ
る
　
　
　
　
　
鈴
木
民
子

湯
の
宿
に
夜
更
け
て
う
ら
ら
落
つ
る
音
鈴
木
鉄
二
郎

山
守
り
の
一
燈
灯
り
春
の
山
　
　
　
　
佐
藤
周
子

出
稼
ぎ
の
父
帰
郷
す
る
彼
岸
か
な
　
　
　
大
庭
良
子

足
許
に
白
き
息
吐
き
朝
詣
で
　
　
　
　
　
中
村
み
つ

入
道
坊
主
現
れ
に
け
り
春
の
山
　
　
　
　
高
子
右
近

◎
今
回
よ
り
旬
を
選
評
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
来
月

　
の
課
題
は
筍
、
母
の
日
で
す
。
　
　
　
今
回
よ
り
三
旬

◎
四
月
例
会
は
二
十
九
日
十
二
時
半
よ
り
中
央
公
民
館
で
開
催

　
い
た
し
ま
す
。
題
花
祭
、
山
吹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

、
」

　　　　　　　　　“　　　　　　　　｝　　　　　　　恥皿　　　　　　7　　　　　ψ　　　　一　　　昌卜　　∫　』3～『
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6◎葬僕

地区別各種学級開設計画

・一…・葦・’・∫f一市民総参加のもと

社金教育・社会体育

地区名

白石
越河
斎川
大平
大鷹沢

臼川
福岡
深谷
小原

計

教
級

庭
学

家
育

○

○

○

○

○

○

○

○

0
9

婦人
学級

○

○

○

0
4

高齢者

教室

○

○

○

0
4

児
級

幼乳
学

○

1

明日の
親のため

の学級

○

1

璽い．礁編懐

論し輪轟遍 ‘『二測

事　 業　 名 鋼　 榎

　
日
日
日
日
日
日
日
臼
日
日
日
日
日
日
日
　
日
日
日
日
日
日
日
日
月
月
月
月
月
月
月
月

9
皿
B
誘
3
・
5
皿
狛
器
8
5
m
巧
m
ず
器
佃
7
8
8
9
8
n
2
3
3
m
7
7
月

　
月
月
月
5
茄
月
月
月
月
月
月
月
月
－
月
月
月
月
7
月
月
月
月
～
～
～
～
～
～
～
～
0

　
　
　
　
月
月
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
月
　
　
　
　
月
月
月
月
月
月
月
月
1

　
4
5
5
6
6
6
7
7
7
7
9
1
0
1
0
1
1
　
1
1
　
1
1
2
2
3
3
3
3
3
6
9
6
6
6
6
6
6

　
会
グ
会
会
　
会
会
会
・
り
り
山
会
会
祭
～
）
会
会
会
り
〕
級
座
座
座
座
座
座
室
歩

　
　
　
修
修
　
　
大
　
　
　
　
　
　
　

ル
ル
　
　
大
　
会
会
会
会

繍
響
鍔
・
雛
化
婦
蔽
欝
蹴
謀
講
鷲
講
講
繍
教
儲

Φ
公
市
子
お
　
高
青
白
文
健
蔵
文
市
市
農
社
新
白
公
　
　
　
　
家
フ
英
郷
木
陶
舞
ゴ
萩

場 所

館
川
館
館
館
王
館
館
小
内
校
山
館
小
館
館
場
館
館
館
館
館
館
館
館
館
他
館
他
館
館
館
他
内

民
順
民
民
民
民
民
二
学
民
二
民
民
球
民
民
民
民
民
民
民
民
民
館
民
館
民
民
民
館
県

公
田
公
公
公
蔵
公
公
　

中
王
公
　
公
公
　
公
公
公
公
公
公
公
公
公
民
公
民
公
公
公
民

央
縮
央
央
央
央
央
石
石
央
石
央
央
営
央
央
央
央
央
央
央
央
ム
姦
央
央
央
襟

中
七
中
中
中
南
中
中
白
県
自
蔵
中
白
中
中
市
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
市

ノノ

愛される公民館をめざして・・一…

白石市教育委員会
白石市中央公民館

事　 業　 名 期　 日

垂責少年対象

子どもまつり5月19日
ミステリー・アドベンチャー　 6月8～9日

青年団体一泊研修会　6月15～16日

国際青年年講演会　6月15日
’わんぱく少年キャンプ　8月7～9日

子ども会ソフトボール大会　8月25日

わんぱく少年サイクリング　9月29日

ジュニアリーダー初級養成研修会　　7月23～25日

ジュニアリーダー中級研修会　7月30～1日

ジュニアリーダー上級研修会　12月25～27日

少年スキー教室1月5～7日
成　　人　 式1月15日
わんぱく少年もちつき大会　1月19日

明日の親のための学級　9月～11月

わんぱく少年教室　5月～1月
星を見る親と子の教室　4月～3月

壱婦入対象

婦人団体一泊研修会

乳幼児研究集会
はじめて三歳児をもつお母さん学級

料　 理　 講　 座

華　 道　　講　 座

婦人倶楽部
万　葉　の　世　界

8月10～11日

9月28日

5月～7月

6月～3月

6月～3月

6月～12月

6月～3月

◇高齢者対象

敬　　老　　会9月14日
高齢者大学6月～12月

場 所

益岡公園
市　　　内
中央公民館
中央公民館
七　ケ　宿

臼石二小
市　　　内
蔵王少年自然の家

蔵王少年自然の家

泉ケ岳青年の家

宮城蔵王臼石スキー場

中央公民館
中央公民館

中央公民館
中央公民館他

中央公民館

中央公民館
中央公民館
中央公民館

中央公民館
中央公民館
中央公民館他

中央公民館

市民会館
中央公民館

鱗

Q

ヨ

！

！
卜

1蚕　　　．－
隠敵・・嘉’
l
l　一へ一由

※くわしくは随時広報「しろいし」でお知らせいたします。
ノ0



☆脊畢r政相談逓筒
　　5月12琢・ノ5月b罰
》自石市行政相談委員（2名）

氏名

小関利雄

安藤義一

住所
中寺前67－2

不澄ケ池71

舌電

魯6－2106

費5－3450

騒市営住宅。入居者募集中

◇白石市城南市営住宅

〉所在地　臼石市大平森合字城南

　61　市役所より徒歩約15分、国

　道4号線バイパス沿い
〉募集戸数　4戸〔6，6，7（洋）〕

　3D　K中層耐火3階建

〉家賃　月額23，000円

★受付期間　随時受付しますので、

　市役所建設課住宅係にお申1．込

　みください（日曜、祭日と土曜

　日の午後は除く）なお、入居基

　準等詳しいことは建設課住宅係

　（内線242）までどうぞ。

醐フラ「フ・一プ舟ノイ．ノ教裏

〉日時　5月20日9時30分～15時

〉場所　働く婦人の家

〉募集人員　15名

〉内容　アネモネの鉢物

〉受講料　無料（ただし材料代は

受講生負担）

〉申し込み　5月15日（水ぽで働く

　婦人の家雪5－5095へどうぞ。

　　　ご参加ください一一
　　　　　　　　　　　　　　メ闘女子ソフトホールクラフ　l

l　（シコ．ガース）会員募集　　一

　　　　　　　　　　　　　　プ　自石市ソフトボール協会では、F

，市内に在住している女子会員（家’

・庭婦人）を募集しております。　，

1〉申込先　茂木陽子（主将）費5－1

　5796、相原静子（副顧問）實5一・

1　8086（両者連絡不可能の場合1

一　は、山田敏雄（理事長）雪5一

一　2053でも結構です。）

ノ3

鯉寿山団地宅埴分譲
〉所在地　白石市緑が丘地内

〉募集区画数　108区画

〉1区画当りの価格（面積）

400万円（167．31㎡）から

　1，186万円（495．83㎡）まで

》募集期間　昭和61年3月31日ま

　で随時受付。

〉申込用紙の配布と受付場所

　白石市役所建設課または宮城県

住宅供給公社用地管理課（曾仙

台0222－61－6161）

＞提携ローン　年利7．2％の有利

　なローンがあります。（但し、金

融情勢により変更があります）

繍南蔵王山開き
〉主催　白石市、七ヶ宿町、白石

　市観光協会、七ヶ宿町観光協会、

〉期日　5月25日（土）～5月26日（日）

〉宿泊場所　七ヶ宿町横川民宿

〉募集人員　50名

〉会費　臼石班7，000円

〉日程〈5月25日〉

　白石班一白石駅前観光案内所前

　一キ後4時20分集合一4時30分

　発

　　　〈5月26日＞

　起床5：00→民宿発5：30→硯石6：00

　（朝食）→不忘山11：00→南屏岳

　12：00（昼食）→杉ヶ峰14：00→刈

　田峠15：00→白石16：30（予定）

〉前夜祭　キャンプファイヤー

〉申し込み　5月20日まで白石市

　観光案内所a6－2042へお申し込

　みください。（定員になり次第〆

　切ります）

〉携行品　雨具、キャラバンシュ

　ーズ、着替、洗面用具、水筒。

※詳しくは、白石市商工観光課暦

　5－2111（内線201）へどうぞ。

　
　
　
　
　
　
短

錘遠も心挿『害嶺1児、：

　　トラィフ招待者募葵

　身障者交通安全友の会白石支部

では、在宅心身障害者（児）のみな

さんと保養をかねたドライブを行

います。気軽にご参加ください。

〉日時　5月31日（金）午前9時出発

〉集合場所　市役所前8時50分

〉募集人員　10組

〉参加方法　心身障害者（児）本入

　と家族付き添い者

〉コース　阿武隈川船下り

◎当日ボランティア活動のできる

　方若干募集しております．

レ申し込み　5月20日（月）まで交通

　安全友の会白石支部長本田保一

　宅行5－9488へお・申し込みくださ

　いo

撫、騨畷

塵騨解r　騰

　▲ボランティア友の会総会
　　　（4月17日設立総会）

闘白石市ホランティア

　　友の会会員募集

　在宅老人対策の一助を担うボラ

ンティアの会員を募集しています。

レ申し込み　社会福祉協議会（内

線148）へご連絡願います。

識交流σ）かけはしを永遠に☆

　　　勲．幌白石親交会

　　創立ゆ奪記念式典

〉日時昭和60年5月5日（日1

　　　午後1時30分
〉場所　臼石市中央公民館大ホー

　　　ル
＞会費　3，000円（記念誌代含む）

＞申し込み　開催期日が迫ってお

　りますので、至急札幌自石親交

　会事務局（秘書企画課3階）ま

　でお申し込みください。

公民館だより
　齪点鍵、ハイキン’｝

　　親子での野外活動を通し、ふれ

　あいを深め、ハイキングを楽しみ

　ながら、健康の増進を図る。

　〉日時及び集合場所　5月12日（日）

　　午前8時45分中央公民館

　〉目的地七ケ宿町横川

　》対象者　小学校5・6年生とそ

　　の親

　レ募集定員　20組（定員になり次

　　第締め切ります）

　醸第91副』テどもま　》監、ト

　　次代を担う市内の少年が一場に

・会して「子どもまつり」を開催し、

　野外活動、レクリェーション等を

　実施することにより少年の豊かな

　人間形成と相互の交流を深める。

　〉日時　5月19日（日）午前8時30分

　〉会場　益岡公園西側芝生広場

　　（雨天のときは中央公民館）

　〉対象者　市内各小学校1～6年生

　欝子とも会育成指導者研修会

　　子ども会活動を活発化し、より

　望ましい方向に進めるため日頃指

　導推進に携っている関係者を対象

　に実施します。

　レ日時　5月18日（土）午後1時30分

　レ場所　中央公民館

　〉対象者　子ども会育成会員、P

　　T　A会員、子ども会育成会事務

　　局員、学校関係者など。

　※詳しくは、中央公民館繋4－5377

　または市教委社会教育課燈5－2111

　（内線）411へどうぞ

齢lr〉ミi、一映写轡も，柴♂ 一力、1’輩

16ミリフィルムの映写技術を習得するもので、終了者には認定証が与

えられます。　　　　　　　　　　　　　　〉場所　白石市中央公民館

〉期日①6月5日（水）～7日（金）17時30～21時、②6月25日（火）～26日（オり9

時30～15時※①か②のどちらか都合のいい方を受講してください。

○一一図　書
樋春の野草展

　長かった寒さに耐えて、今、よ

うやく新たな芽ばえ、輝く春をた

のしんでいます。

〉日時　5月10日（斜11日（土）12日（日）

　午前9時～5時（12日は3時）

〉場所　図書館

＞主催　自石植物愛好会

題子と、，野草とあそ．y会

　おともだちといっしょ。

　　タンポポやレンゲでなにが

　　できるか　おたのしみ！

　みんなで参加しましょう〃お母

さんも一緒にご参加ください。

〉日時　5月12日（日）午前10時～12

　　　時（無料）

〉場所　図書館

〉講師　白石植物愛好会

〉定員40名

〉申し込み　5月10日まで白石市

　図書館a6－3004へお申し込み

　ください。

〉当日持参するもの　カッター、

　はさみ、エンピツ、メモ用紙。

脹醐ご
騨卿
裁雛、

こどもの日5月5日

館一一〇

囎子とも鰐輿画会

〉日時　5月18日（土）午後1時30分

　～3時まで、入場料無料

レ場所　図書館雪6－3004

〉内容　アニメ「南極犬タロー」

　「日本の昔話」など。

青㌧潟の呼穿］一ナ 一

　春本番！

　レクリェーション計画を

　　　　　たててみませんか

　さわやかな5月、活動しやすい

季節になりました。

　図書館では、自然観察、スポー

ツ、旅行など屋外活動を中心とし

た図書を用意しました。

　春の娯楽計画にぜひどうぞ。

　　　　国
　　　　道
　　　　二
臼石農協　募

　　　　至
　　　　市
　　　　役
　　　　所
　　　　↓
　国道113号線

白
石
警
察
署

駐車場

愚
誌

一　　「一一一
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典
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／国民年金）

　　あなたは年金手帳簑

　　　　お持ちですか

　国民年金、厚生年金保険、船員

保険に加入しますと、三制度共通

の年金手帳が交付されます。

　この手帳は、あなたの加入した

年金の記号番号、住所、氏名、加

入年月日などを記入している大切

なものです。

　将来、年金を請求するときや、

加入している年金制度が変わる場

合にも、この手帳を添えて手続き

をすることになりますので、大切

に保管しておきましょう。

　もし、年金手帳をなくしたり破

ったりしたときは、すみやかに市

民課国民年金係で再交付の手続き

をしてください。

　覗況届の提出を

　　　　　お忘れなく！

　今月は、国民年金の障害年金や

母子、準母子、遺児、寡婦年金を

受けている方が、現況届を提出す

る月です。なお、該当者には直接

ご連絡いたしますb

／I撒鞠

ノ5

　　｝L、・行政区長の変更

　4月1日付けで自石西益岡行政

区長は、中野新二さん、小原小久

保平行政区長には、石塚佳一郎さ

んが委嘱されましたので、お知ら

せします。

㊥蒐『111務1謝

たはこ消費税が

　　　改正になりました

　4月1日から日本専売公社が民

営化されたことにより、たばこ消

費税は次のように改正になりまし

た。

　従価割　小売定価×14．3％

　従量割　1，000本につき350円

の合算した額となります。

　なお、たばこ消費税は、会社が

市内の小売店に売渡したたばこに

課税され、市に納付されることに

なります。

☆たばこは、市内で買いましょう。

☆旅行等でお出かけの際は、出か

　ける前に市内から買いましょう。

☆たばこ消費税は、市の大きな財

　源です。

1　ミヤギテレビ　57cH　l

l　東日本放送59cH　1
キ

1　4月26日から小原中継所の2局l

lが開局されましたので、お知らせ知
キ

1します。　　　　　　　1

ぐ條』一険『一課b

　保険証は4月1日より
　新しくなりました
禺更新は、もうお済みですか＝

　国民健康保険の保険証の更新は、

各地区で行ないましたが、都合で

まだ更新していない方は、至急更

新してください。

　新しい保険証でないと医者には

かかれません。また、退職被保険

者についても、証明書でなく、新

しい保険証に変わりますので、必

ず更新してください。

　なお、㊥・㊥または㊥及び乳幼

児医療費受給者証（ピンク色）の

交付を受けている方は、更新の際

ご持参ください。

　更新は、市役所保険課（内線151

・152）で行っております。

☆国保はあなたの健康を
　　　　　　　　’、ヤ材）ます

☆あなたの保険税が国保
　　　　　　　を支えます

（管四㎜財課》
＿＿＿＿ ＿＿T＿＿＿＿ノ

公立刈田綜合病院寿山

医師公舎の土地建物売払

いについて（お知らせ）

　公立刈田綜合病院寿山医師公舎

の土地、建物を一般競争入札によ

り売払いいたしますので、ご希望

の方は、入札に参加されるようお

知らせします。

〉公舎の所在　自石市寿山60番33

レ売払物件　土地宅地254．80㎡

　建物ブロック造瓦葺平家建1棟

　59．50m琶

＞現場説明　5月17日午前10時自

　石市役所第3会議室

〉入札　5月21日午前10時白石市

　役所第3会議室

※詳しくは、自石市役所管財課（内

　線302）へお問い含わせください。

監羊、， むか5御額、！

　プ刀．1力干ばつ救援金

　日本赤十字社宮城県支部臼石市

地区では、アフリカニFばつ救援金

を受け付けていましたが3月31日

現在で251，160円になりました。

ご協力いただき誠にありがとうご

ざいました。

　日本赤十字社宮城県支部自石市

地区（社会福祉事務所内）

宮城交通バス利用
　　　　について（お願い）

　現在、白石市内を運行している

宮城交通バスは、10路線で138本の

バスが運行されております。しか

しながら、自家用自動車の普及、

通勤手段の多様化により利用者の

減少が著しく、どの路線も廃止対

象路線へ転落寸前の状態にあり、

運行を維持するためにはバスを利

用する手立てしかありません。

　今なお、唯一の地域の交通機関

として、また交通弱者の足として

市民の福祉向上に欠かすことので

きないバスを今後とも維持存続さ

せるため地域ぐるみでバスの利用

をお願いいたします。＝白石市＝

，でねたきり老人の輸送車

　　　　について

　ねたき砕）老人が公立刈田総合病

院に入院または診療をうける場合

で、一般乗用車に乗用させること

が困難な場合は、刈田総合病院の

患者輸送車を特別に利用できるこ

とになりました。この車を利用す

る場合は、社会福祉事務所福祉係

（内線139）へお申し込みください。

なお、利用した場合に燃料費の実

費を支払うことになります。また、

刈田総合病院で診断をうけ老人ホ

ームに入所する場合は、医師の指

示により利用する二とができます。

ただし、夜間及び刈田総合病院に

おいて使用している場合は、利用

できません。

5月1日は
商業統計調査の日です

卸売業、小売業を

　　　　営んでいる皆様へ

　通商産業省は昭和60年5月l　E【

現在で商業統計調査を実施します。

この調査は全国の卸売業、小売業

を営んでいるすべての商店を対象

とする調査で、いわば「商業の国

勢調査」ともいうべき重要な調査

です。調査の対象となる商店の皆

様のご協力をお願いいたします。

萄　自　霞　顧　璽　㊧　爵　目　岨 胆　興　鰻　㊧　耐　蓼

官公庁だより
丙　邑　顛　顔 鍾　竈　邑　聖　画　酌 1　四1噛　聰咽

　　今月は農動車税
　　の納期です

　　億月16日～5月3欄1
　　大河原地方県事務所税務部

　自動車税は、毎年4月1日現在

で陸運事務所に登録されている自

動車の所有者に対して課税されま

す。納税通知書は、5月中旬に郵

送されますので、最寄りの銀行、

信用金庫、農業協同組合等で期限

内に納めましょう。

　自動車の継続検査（車検）を受け

るときに自動車税納税証明書（継

続検査用）が必要です。納税を済

ませたら紛失しないように車検証

と一緒に保管して・ください。

☆お問い合わせ一宮城県大河原地

方県事務所税務部（畳02245－3－

3111内線209）

　異民相談』一ナー

　　　のご利薦案内
　県では、県政についてのご意見

や要望及び苦情等を次の場所で専

門の相談員が、お受けしておりま

すので、気軽においでください。

＞相談場所　大河原合同庁舎内

〉相談日毎週月、火、木、金
》相談員氏名　上遠野　運重

　（雪02245－3－3111）

じ墨鯉r警察

　　　　　　　白石警察署
「110番」は、速く、正しく、要領

よく（かけ方のポイント）

○何が起ったのか（けんか、交通

　事故、強盗……）

○何を目標にしていけばよいか（場

　所、近くの目標）

○発生したのは、今から何分ぐら

　い前か

○犯人の人相、逃げた方向は（人

　数、入相、着衣、特徴、車のナ

　ンバーや色、逃走方向……）

○あなたの住所、名前、電話番号

　は（電話番号、事件・事故との

　関係）

墜蘇ときは
　　　　　　　白石警察署

　あなたは、○被害が少ないから、

○自分にも落ち度があったから、

○面倒だから、○仕返しが怖いか

ら　などの理由で、届出しないこ

とがありませんか？

〔器総霧嬢な、、〕

　ために、必ず届出を〃

　白石警察署費5－2138

遂麟働購
　　　　　宮城労働基準局

　労働省では、5月2王日から31日

まで「家内労働旬問」を実施しま

す。

　本年は「家内労働者の労働条件

の向上一委託条件を明確に一」を

目標として実施することにしてお

ります。

※家内労働法等についてのご相談

　は、大河原労働基準監督署費

　02245－3－2154または宮城労働

　基準局賃金課（仙台奮0222－21

　－6111内線236土田）まで診問

　い合わせください。

ノ4
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　　ひと休み運動
　4月15日、国道4号線県境越河
地区において「ひと休み運動」が
展開されました。ドライバーには、

乳酸飲料やシートベルト着用推進
のチラシなどを地区安全協会白石

、支部、越河支部、市交通安全母の
会の会員の手により渡されました。

休日急患当番医

防火を呼びかける演芸会
3月25日大平2区婦人防火クラ

ブ主催による防火を呼びかけた演
芸会が同地区公民館で開かれまし
た。演芸会では、会員による工夫
を疑らした歌や踊りが披露され、

招待されたお年寄りからさかんな
拍手が湧きました。

　　　　ぐ

　　　、　　　　　　，暉3霞哩
　郵便ポストの清掃感謝

4月21）日（第52回逓信記念日）

の午後、郵便週間にちなみ、「緑の

少年団」の子供たち6名が”郵便
ポストの清掃奉仕を行いました。

子供たちは、一年中活躍しほこり
をかぶったポストを日頃の感謝を
込めピカビカにみがきあげました。

　　　　 　　 　　　　　　コ　　　　　　　しロ　　 　　ヒルロ　　　　　カ

i5／3広瀬医院（5）・238加藤㈹医院（5）47・11

15亘理医院（5）8501刈田病院（5）21451
16加醐医院（5）2001、堤医院（5〉1181…

112柿崎医院（5）2210斎藤医院（5）12221
119亘理医院（5）8501刈田病院（5〉2145i
オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
！26大沼医院（5〉2502朝倉病院（5〉21011
L 　 　 　　 　‘自一

‘』
　 －一　 　 　 ．　一一　冒、　 、』』　1

※都合により変更になる場合もあります。

定例相談（5月分）
相談匿分

入権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険

相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　回

サービス

婦人相談

無料法律

相　　談

身障者
相　　談

相談日

15

15

15

7・25

14

15

15

　
応
燈

15

序
木

　
週
．

　
毎
水

リオン9・24

ニホン　17

15

15

9

間時

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00
10：00～

　12：00

10：00～

　13：00

9：30～

　15：00

10100～

　16＝00

10100～

　15100

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10：00～

　15＝00

10：00～

　15：00

10＝00～

　15：00

i［い「1ひ一　　 〕1

場　所

臼石市役所

2階会議室

同　　上

同　　上
健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

第3会議室

白石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

臼石市役所

臼石市役所

4階会議室

白石市役所

第3会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇間題等

所
て
希

役
い
や

ど
つ
と

な
に
こ

市
事
る

、
仕
い

県
う
て

や
行
つ
等

国
の
困
望

市民の日常生活上の

困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等

戸

ノ6


